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【第1四半期（1～3月）業績の概要】

１）前年同期比

（１）売上高　368億円（前年同期比＋1億円、＋0.4％）：国内外ともにほぼ前年並み。

・

・

・営業利益　△6億円（前年同期比△3億円、－）

・経常利益　△9億円（前年同期比△5億円、－)

・四半期純利益　△3億円（前年同期比＋3億円、－）

２）計画比

・営業利益　計画比△3億円

・経常利益　計画比△4億円

・四半期純利益　計画比△1億円

四半期純利益は、2018年度よりの連結納税制度適用に伴い、税金費用が減少し、＋3
億円。

新商品を投入した田植機の増加、作業機が好調に推移したものの、農機関連全体
では天候不順の影響を受け前年同期比微減。

国内売上高　284億円（前年同期比△1億円、△0.4％）

海外売上高　84億円（前年同期比＋2億円、＋3.4％）

北米は、前年同期の取引条件一部変更影響が一巡し、＋15億円。

（２）収益：第１四半期（1～3月）が不需要期であることから営業利益以下の各利益
　　　段階で損失計上。施設不採算工事による一時的要因もあり前年同期比悪化。

営業利益は、施設不採算工事や子会社合併に伴う退職給付計算原則適用による一時
的負担のほか、人件費の増加等により、△３億円。

経常利益は、為替差損益や持分法投資損益の悪化等により、△5億円。

欧州は、新商品の投入効果により、＋6億円。

中国は、現地在庫調整に伴う田植機半製品の出荷減等により、△10億円。

アセアンは、インドネシア向けコンバインの出荷減等により、△3億円。

（１）売上高：計画比△50億円（国内△23億円、海外△27億円）

海外売上高は、北米はＯＥＭ先の在庫調整もあり、△14億円。
欧州は、フランス子会社の不需要期販売が後ろ寄せとなったこと等により、△12
億円。海外全体で△27億円。

（２）収益：

経常利益は、為替差損益や持分法投資損益の悪化等により、△4億円。

国内売上高は、天候不順の影響等により農機関連全体で△15億円。施設工事△6億
円。国内全体で△23億円。

営業利益は、売上未達による粗利益減少があったものの、インドネシア事業の収益
改善先行や販管費等の経費の削減により、△3億円。
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２．2018年12月期　業績予想　

【2018年12月期第2四半期累計期間連結業績予想】

　（2018年1月1日～2018年6月30日）

【2018年12月期通期連結業績予想】

　（2018年1月1日～2018年12月31日）

＊想定為替レートは、対米ドル110円（継続）、対ユーロ130円（継続）。

※業績予想の適切な利用に関する説明

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が有ります。

（億円、％）

（億円、％）

以上

当第１四半期は、不需要期であることに加え天候不順の影響等もあり需要は弱含み
で推移しましたが、需要期に入り、足許では国内農機製品を中心に販売回復の兆し
が見えていることから、2018年2月13日に公表しました第2四半期及び通期の業績予
想は、修正しておりません。
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